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「令和５年度事業報告書（案）【船員保険事業】」及び「令和５年度事業報告書（案）【概要版】」 正誤表 

 

「令和 5年度事業報告書（案）【船員保険事業】」及び「令和 5年度事業報告書（案）【概要版】」の内容に一部誤りがありましたので、以下の通り、

訂正させていただきます。 

 

○「令和 5年度事業報告書（案）【船員保険事業】」 

 

正 誤 

20～21 ページ 

（5）債権回収業務の推進   

船員保険部では、債権として発生した資格喪失後に保険証を利用した医療費

や、交通事故による損害賠償金の保険者負担分等の回収業務を実施しています。

債権回収業務の推進にあたり、回収までの期間が長期化するほど回収率は低下す

る傾向にあることから、発生から 6ヶ月以内の早期回収を目的として、2023（令

和 5）年度は、納付書が見過ごされないよう、債権回収用として色・大きさの

異なる 2種類（オレンジ色・定形外又は赤色・長 3）の封筒を活用しました。オ

レンジ色の封筒は、債権額が 1万円以上の債権又は 2023 年度に発生した債権の

催告に、赤色の封筒は、2022（令和 4）年度以前に発生した債権の催告に活用し

ました。 

また、10万円以上の債権や分割納付の支払いが中断している債権は、文書で

の催告に加え、電話による催告を実施しました。加えて、特に高額な債権 4件に

対して裁判所を通じた法的手続き（支払督促） を実施しました（債権総額

16,610,139 円）。 

このような取組を行った結果、現年度に発生した債権の回収率は 87.6％とな

り、ＫＰＩ（前年度と過去 3年度の平均値のいずれか高い値（77.1％）以上）を
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達成しました。 

一方、過年度に発生した債権の回収率は 13.7％となり、ＫＰＩ（前年度と過去

3年度の平均実績のいずれか高い値（16.0％）以上） を達成できませんでし

た。その主な原因は、2022 年度に発生した債権で 1,000 万円を超えるものがあ

り、2023 年度中に回収ができなかったためです。この債権については、2023 年

度に法的手続きを裁判所に行いました。 

過去に発生した債権については、債務者の住所が不明となっているケースがあ

り、高額債務者については住民票請求により転居先の住所を確認しつつ、催告を

実施しています。今後も法的手続きを実施する等、協会の債権管理・回収業務を

より効果的に実施していきます。 

 

【（図表 4-3）債権の内訳】  
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85 ページ 

 

５.運営に関する重要業績評価指標（KPI）一覧 

（１）基盤的保険者機能 

具体的施策 KPI 結果 達成状況 

債権回収業

務の推進 

① 現年度の返納金

債 権 回 収 率 に つ い

て、前年度と過去 3

年度の平均値のいず

れか高い値以上とす

る 

② 過年度の返納金

債 権 回 収 率 に つ い

て、前年度と過去 3

年度の平均値のいず

れか高い値以上とす

る 

①77.1％ 

 

 

 

 

 

②16.0％ 

①87.6％ 

 

 

 

 

 

②13.7％ 

① 達成 

 

 

 

 

 

②未達成 
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○「令和 5年度事業報告書（案）【概要版】」 

 

正 誤 

4 ページ 

（5）債権回収業務の推進 [報告書 P.20] 

• 資格喪失後受診等の債権について早期かつ確実な回収を図るため、文書や

電話による納付催告や裁判所を通じた支払督促を行った結果、現年度の債

権の回収率は 87.6%となり、KPI（77.1%以上）を達成しました。 

• 一方で、過年度の返納金債権の回収率は 13.7%となり、 KPI（過年度：16.0%

以上）を達成できませんでした。 
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